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イヴァノフスキー（Pavel Josef Vejvanovsky´, 1640-1693）を中心にチェコ固有のバロック音楽を展
開する一方，西南モラヴィア地方のヤロムニェジツェ城（1706-52）では，かなりの規模の楽団を
抱えており，自らリュート奏者であった J.A.クヴェステンベルク伯（1678-1752）の下，地元農民
出身の楽長 F.V.ミーチャ（Frantisˇek Va´clav Mı´cˇa, 1694-1744）が，当時代に唯一チェコ語のリブレッ
トによるオペラ《モラヴィア地方ヤロムニェジツェの生まれ 》（1730）を作曲した。因みに同オペ
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S moci Bozˇı´, v poli zbozˇı´ pocˇı´na mi zra´t, nema´m mnoho: Co je z toho?
























Sedla´ci, chalupnı´ci, bara´cˇnı´ci, 農夫たち，小作人たち，小屋人たち，
vejmeˇnı´cı´, nadenici, 放浪者たち，日雇い人たち
rˇemeˇsnı´ci, vsˇickni podda´ci ! 職人たち，皆，被支配者よ！
Moci nasˇi vsˇem narˇizujeme, 我々は権力をもってすべてに命令しよう，
pod vypa´lenı´m prˇı´kazujeme: 各一軒より一人男性を出せ：
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z kazˇde´ho numera jednoho muzˇe, さもなくば，その家を焼き討ちにしてやる，
neb to jina´cˇ byt nemu˚zˇe, 他に道はないぞ，
cˇtvrt hodinou postavte, k selsky´ vojneˇ, 15分以内に並ばせろ，農民の闘いに，


































































































































































































代の民謡 Alte Volkslieder》(1773/1774年出版）であろう。この他にも２巻本の《民謡集 Volks-
lieder》（Leipzig 1778/1779），さらに《歌にやどる民衆の声Stimmen der Vo¨lker in Liedern》(edited by
MU¨LLER, J.V.,Tu¨bingen 1807）には，それぞれ「君主の食卓、ボヘミアの歴史 Die Fu¨rstentafel,
Eine bo¨mische Geschichte」 [《民謡集 Volkslieder》第２部 (1779)から; in HERDER 1975(1778/
1779): 290-294]や，「山岳の馬，ボヘミアの声 Das Ross aus Berge, Eine bo¨mische Sage」［《歌にや
















歴史家・音楽研究家のカール・ヤロミール・エルベン（Karel Jaromı´r Erben, 1811-1870)らがこれ
に続く。こうして1835年にはスシルによる《モラヴィア民謡集 Moravske´ Na´rodnı´ Pı´sneˇ》が，そし































































































Ⅳ むすびにかえて ― 民族文化の新たなる展開
民謡の収集や出版への動勢と並行して，芸術音楽も新たな展開を迎えることになる。ボヘミアで
は当時チェコ民衆が音楽表現の最高のジャンルと目していたオペラの分野で、フランチシェク・
シュクロウプ（Frantisˇek Sˇkroup, 1802-62）がチェコ語のテクストを基に《鋳掛け屋 Dra´tenı´k》(ス
ロヴァキアの貧しい鋳掛け屋を中心人物として描いた）を創作し(1826年初演)，チェコ語によるオ
ペラ作曲家としての地位を築こうと模索していた。一方，モラヴィア地方では， F.スシルを師と



















（Zdeneˇk Fibich, 1850-1900），そしてドヴォジャークである。まずスメタナ（Bedrˇich Smetana,
1824-1884)やフィビフらは歴史的主題と伝説的主題に依拠した具象的な標題音楽構想を標榜して
「チェコ近代音楽」を樹立しようとする一方，ドヴォジャーク（Antonı´n Dvorˇa´k,1841-1904)は、























































ア地方のカントルの一人である J.シュライアー（Josef Schreier, 1718～ ？）は，モラヴィア東部のヴァラシュスコ
地方の方言で書かれたテクストをもとにして《ボヘミアのパストラル・ミサ》を演奏し，更にチェコ語の歌詞に基づ
いてジングシュピール(《拘束のない真実》と《金の立派な自由》）を作曲した。またモラヴィア中部のハナー地方の
要素は J.ペカーレク（Josef Peka´rek, 1758-1820）によって，２つのジングシュピール《ヨラとマンダ》と《マレナ
とケドロッタ》に取り入れられた。モラヴィア地方最後の有名なカントルとなった V.J.ドゥシーク（Va´clav Jirˇı´
















用いることができると考えた［HELFERT 1936 (in 1970): 200-204，およびFRIC 1963 を参照のこと］。
18) 林（南塚編）1990： 84-85. を参照。
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